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子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

春の自然に触れて遊ぶ

子どもの言葉・姿 写真

・花が咲き始めのころからこぶしの木を気にし

て興味を持っていた。

・花がたくさん咲いている木を見てどのよ

うな反応を示すか

・季節ならではの自然物に触れたり集める

ことができるようにしておく。

・ビーニール袋を用意しておく。

・花が咲いている場所に誘い子ども自ら気

がつくようにする

・自分の思いを言葉やしぐさで伝えあえる

ように少人数で行う。

・暖かくなりいつも遊んでいるどんぐり公園のこぶしの花

が満開になり、近くで見ることにした。花びらが大きい

ね。ここも咲いているとその発見を知らせてくれた。普段

あまり言葉を発しない子も指さしたり、片言で伝えてくれ

ていた。あっちの花はピンクだから向こうにはピンクの花

があるかもしれないと期待して探しに行っていた。この後

は他の花を探したり虫を探すことに夢中になっていた。少

人数で行うことで思った事を伝えやすくなる。また言葉は

なくても同じ気持ちを共感してることを改めて感じた。こ

れからは春の季節の自然にたくさん触れて子どもたちの発

見や思いに共感し楽しく遊べるようにしたい。

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく

公園のこぶしの木の前に来ると突然

Ｓ「あー」

保「Ｓ君なぁに？なんかあった？」Ｓが木の

上を背伸びして「ふーん！」と見上げ指さす。

ひらひら花びらが風で落ちてきたことを指さ

しで伝える。

Ｇ「あ、おちてきた！」

Ｔ「かじぇがつよい！」

Ｈ「おおきいおあな（おはな）」としゃがん

で取りに行く。

Ｈが花を手に取り保育士に見せる。

「おおきっいおあな（おはな）」と言う。

保「花びら大きいね」

Ｇ「ここもさいてる！」と言いながら指さす。

Ｔ「あさもあったよ」と言い頭の上から花び

らをひらひら落としてその動きを見ている。

Ｔ「おおきいはなびら」と花を拾い上げて言

う。

Ｈ「あっちにもいっぱいさいてる」

「ぴんくのはながいっぱいさいている」

保「見つけに行こうね。」

「うん。（ピンクの）おはなもおちているか


